



























































































































































































































































































































計士協会（American Institute of Certified Public Accountants：AICPA）・
職業行為基準特別委員会（アンダーソン委員会）報告書の中で次のように
あげられている（AICPA，1986，p. 9；八田訳，1991，19‒20頁）。










































































































る自由かつ対等な関係とみなす（Jensen and Meckling, 1976；Frankel, 
1983；Iwai, 1999；岩井，1998, 2003；樋口，1999, 2007, 2008；栗濱，2011
など）20。契約関係では，自己利益を追求する当事者同士が自らの自由意
思にしたがって契約を結び，当事者同士が自己責任を負うことで維持され



















































































































































































































































とえば，PCAOB（Public Company Accounting Oversight Board）は監
査の失敗と監査の不備を混同して使用しており，監査の失敗という用語
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20 契 約 に 関 す る 議 論 は，Jensen and Meckling （1976），Frankel （1983），
Iwai （1999）， 岩 井（1998, 2003）， 樋 口（1999, 2007, 2008）， そ し て 栗 濱
（2011）などに負っている。そして契約関係は，エージェンシー関係（agency 
relationship）と捉えることができる。
21 信任に関する議論は，Frankel （1983），Iwai （1999），岩井（1998, 2003），
樋口（1999, 2007），そして栗濱（2011）などに負っている。





















































38 たとえば，アントル（Antle, 1982），デ・アンジェロ（De Angelo, 1981），
そしてウォーレス（Wallace, 1980）などは，監査人を合理的な経済人と仮定
している。
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